
 

 

 

 

 

 

２学期をふりかえる 

みんなの力で乗り越えた ３つの大きなヤマ 

２学期が始まった９月は熱中症を心配するほどの暑さでした。２学期の終わりが近まった先日は

運動場一面に雪が積もりました。季節は巡るものだなと実感しています。振り返るとあっという間

の４か月間でしたが、この期間、「小体会」「運動会」「小音会」と大きなヤマが３つもありました。

小音会は場を変えて学校での発表会となりましたが、七つ星たちは、それぞれの行事で、それぞれ

の輝きを見せました。みんなが頑張り、みんなの力で大きなヤマを乗り越えることができた２学期

でした。 

自ら計画し、自ら進めていく 学び 

    

南小では、１２月に、自分で学習計画を立て、自分で学習を進めていく「単元内自由進度学習」

にチャレンジしました。ここでは、学びの主体は子どもたちで、教師は支援に徹します。５年理科

では「１秒振り子をつくるにはどうすればいいか」、６年理科では「小さい力で重たいものを持ち

上げるにはどうすればいいか」、それぞれ仮説を立て、実験方法を選び、試行錯誤しながら解決の

道を探っていきました。５年算数では、「教科書を見ずに、図形の面積の公式を自分たちで見つけ

る」学習を行いました。こうした学びのスタイルは、これからの未来社会を生き抜いていく子ども

たちには必要だと感じています。 

みんな元気で みんな仲良し の学校 

積雪の日、運動場一面の雪の中を元気に走りまわる子ども

たちの姿を見ながら、ほのぼのとした気分に浸りました。とい

うか、年中こうした光景を目にします。みんな元気で、みんな

仲良し。とにかく、素直で明るい子どもたちです。市内でも珍

しい、いじめ０、不登校０の学校でもあります。 

南小学校はあと１年と３カ月ほどで閉校となりますが、今後とも、職員一同、子どもたちにしっ

かり寄り添い、家族のようなあたたかい学校づくりを推進していきます。 

保護者の皆様、地域の皆様、２学期もたいへんお世話になりました。よいお年をお迎えください。 

学校教育目標 

  自ら学び鍛え，励まし合う，心豊かな児童の育成 
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５年 宿泊学習 with茂木小 

１２月１２日（月）～１４日（水）、５年生２名は、宿泊学習で、日吉自然の家に行ってきまし

た。３日間、全ての活動を茂木小学校とともに行い、その中で交流が深まり、打ち解ける様子も見

られました。２０人あまりの同学年と過ごす時間は、南小では体験できません。色々な意味で、と

ても充実した３日間でした。 

 

   

 

   

 

   

 

   

 


